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光体からなる IP（Imaging Plate）を用いている．CR 装置



























2 ．研 究 方 法
⑴　対象及びディジタル撮像機器
　対象撮影部位として生後 6 ヶ月から 1 歳の乳幼児胸部単
純撮影を想定したファントム実験を行った．
　ディジタル撮像機器は IP を用いた CR 装置であり，画像
読取装置は FCR5000MA plus（FUJI FILM 製）を使用し
（平成30年10月16日）
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PEDIATRICS）とした．EDR モードは AUTO MODE で

























子番号の銅 Cu（Al 組合せ），バリウム Ba，セリウム Ce，
サマリウム Sm，ガドリニウム Gd，ホロニウム Ho，イッ
トリビウム Yb，タングステン W の計 9 種類のＫ吸収端フ
ィルタについて検討を行った．付加フィルタの各元素とス
ペクトロメータの検出器であるカドミウム Cd とテルル





　生後 6 ヶ月～ 1 歳児の胸部を想定してファントム作成を
行った．





成人の肺野の CT 値は－700～－800HU を示すが，小児で
は平均で－600～－700HU を示し，年少児ほど高い値を示



















































度は40本/㎝，グリッド比 8 ： 1 ，集束型（集束距離150㎝）
を使用した．付加フィルタは，Ｘ線スペクトル測定の結果
を踏まえて軟線除去用フィルタである Al と，Ｋ吸収端フィ







































フト ImageJ 1.33u にてピクセル値を測定した．ROI（region 
of interest：関心領域）は大きさ 4 ㎜× 4 ㎜（40×40画素：
画素数1600）として，模擬陰影とバックグランドに設定し
















































④ 模擬陰影（薄片 15枚） 
⑤ 肋骨に重なった肺野（バックグランド） 
⑥ 模擬陰影（薄片 10枚） 
肺野上（コルク 60mm厚） 
① 模擬陰影（薄片 15枚） 
② 肺野（バックグランド） 











方がその傾向が強い． 図 5  ⒜ に Al における結果を示す．




































































































































































管電圧（kV） 無し Al Gd Ho Yb W Al Gd Ho Yb W
60 0.48 0.51 0.52 0.48
70 0.49 0.55 0.55 0.55 0.54 0.52 0.52 0.53
80 0.52 0.55 0.52 0.55 0.55 0.53 0.57 0.54 0.55 0.56 0.59
90 0.53 0.52 0.55 0.54 0.55 0.53 0.58 0.56 0.56 0.57 0.61




管電圧（kV） Al Gd Ho Yb W Al Gd Ho Yb W
50
60 0.84 0.87 0.83 0.79 0.81 0.84
70 0.86 0.88 0.91 0.86 0.77 0.79 0.81 0.79
80 0.81 0.87 0.86 0.84 0.81 0.77 0.87 0.82 0.78 0.80
90 0.82 0.91 0.88 0.86 0.84 0.83 0.87 0.86 0.82 0.83
100 0.88 0.93 0.91 0.87 0.90 0.82 0.87 0.87 0.82 0.83
110 0.84 0.91 0.93 0.87 0.86
120 0.88 0.95 0.90 0.89 0.85
付加フィルタ吸収率40％
散乱Ｘ線除去用グリッド無し 散乱Ｘ線除去用グリッド有り
管電圧（kV） Al Gd Ho Yb W Al Gd Ho Yb W
50
60 0.74 0.74 0.73
70 0.76 0.83 0.79 0.71 0.78 0.75 0.67
80 0.76 0.81 0.81 0.75 0.74 0.69 0.78 0.76 0.69 0.65
90 0.77 0.87 0.80 0.76 0.77 0.70 0.81 0.76 0.70 0.66
100 0.76 0.82 0.83 0.81 0.77 0.74 0.87 0.78 0.75 0.71
110 0.78 0.86 0.84 0.79 0.77
120 0.80 0.86 0.87 0.81 0.77
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子番号の Yb と W が軟線除去用フィルタの Al と同程度の
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